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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
ん
で
い
る
。
感
染
力
の
強
い
変
異

株
の
動
向
次
第
で
は
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
重
ね
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
の
過

程
で
重
症
者
数
が
抑
制
さ
れ
、
医
療
提
供

体
制
に
十
分
な
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
、
経

済
活
動
も
正
常
化
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
抑
え
ら
れ
て
き
た
外
食
や
旅

行
等
の
サ
ー
ビ
ス
消
費
が
増
加
し
、
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
へ
の
需
要
も
拡
大
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
人
口
が
減
少
す
る
我
国
の

経
済
は
、
正
常
化
し
た
経
済
に
対
応
で
き

る
労
働
力
が
そ
も
そ
も
十
分
に
備
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
以

下
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
雇
用
の
動

き
を
整
理
し
た
後
、
経
済
活
動
が
本
格
的

に
再
開
し
た
際
に
生
じ
う
る
人
手
不
足
の

問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
他
産
業
へ

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
が
悪

化
し
て
い
る
。
総
務
省
の
「
労
働
力
調
査
」

に
よ
れ
ば
、対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業（
宿
泊
業
、

飲
食
業
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽

業
）
に
お
け
る
今
年
七
月
の
雇
用
者
数
は

四
百
九
十
四
万
人
と
、
二
〇
一
九
年
七
月

の
五
百
五
十
一
万
人
か
ら
一
割
以
上
減
少

し
た
。
こ
の
減
少
分
の
ほ
と
ん
ど
が
非
正

規
雇
用
で
あ
る
。
感
染
へ
の
警
戒
等
か
ら

外
出
が
手
控
え
ら
れ
て
い
る
他
、
政
府
に

よ
る
行
動
制
限
も
繰
り
返
し
発
動
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営
悪
化

を
長
引
か
せ
、
雇
用
の
削
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
が
こ
れ
だ
け
の
打

撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
経
済
全
体
で
見
れ

ば
雇
用
の
悪
化
は
限
定
的
で
あ
る
。
今
年

七
月
の
完
全
失
業
率
は
二
・
八
％
と
、
五

％
半
ば
に
達
し
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時

の
半
分
に
過
ぎ
な
い
。
有
効
求
人
倍
率
も

一
倍
を
超
え
て
お
り
、
求
人
数
が
求
職
者

数
を
上
回
っ
て
い
る
。企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
見
て
も
、人
員
が
足
り
な
い
と

回
答
す
る
企
業
が
、人
員
が
多
す
ぎ
る
と

回
答
す
る
企
業
を
上
回
っ
て
お
り
、
経
済

全
体
の
人
手
は
不
足
気
味
と
評
価
で
き
る
。

　

雇
用
の
悪
化
が
限
定
的
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
悪
化

が
特
定
の
産
業
に
集
中
し
、
多
く
の
産
業

が
比
較
的
速
や
か
に
立
ち
直
っ
た
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
対
面
型
サ
ー
ビ

ス
業
か
ら
他
の
産
業
へ
雇
用
が
円
滑
に
シ

フ
ト
し
、
失
業
者
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
の

雇
用
が
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
中
心
と

し
て
い
る
点
も
、
他
産
業
へ
の
転
職
を
容

易
に
し
た
一
因
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
二
一

年
四
〜
六
月
の「
労
働
力
調
査
」に
よ
れ
ば
、

過
去
一
年
間
に
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら

転
職
し
た
労
働
者
五
十
一
万
人
の
う
ち
三

十
二
万
人
が
他
の
産
業
を
転
職
先
と
し
て

お
り
、
中
で
も
小
売
や
医
療
関
係
へ
の
転

職
者
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
産
業
で
は
、
コ

ロ
ナ
前
か
ら
人
手
不
足
感
が
強
く
、
今
次

局
面
で
は
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
転
職
で
き
ず
に
失
業

し
た
労
働
者
は
十
五
万
人
と
一
九
年
か
ら

八
万
人
増
加
し
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
増
加

分
に
よ
る
失
業
率
の
上
押
し
幅
は
〇・
一

％
に
も
満
た
な
い
。

賃
金
上
昇
で
収
益
圧
迫

　

今
後
、
活
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
景
気
が
本
格
的
に
回
復
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、
長
期
に
わ
た
っ

て
自
粛
を
強
い
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
消

費
の
分
野
で
は
、
か
な
り
大
き
な
ペ
ン
ト

ア
ッ
プ
需
要
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
旺
盛
な
需
要
を
供
給
サ
イ
ド
が
カ
バ

ー
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
削
減
さ
れ
た
対

面
型
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
を
復
元
で
き
る

か
ど
う
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
前
述
の
通
り
、
経
済
全
体
の

人
手
は
す
で
に
不
足
気
味
で
あ
る
。
最
近

の
労
働
力
率
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で

戻
っ
て
お
り
、
労
働
供
給
が
短
期
的
に
拡

大
す
る
余
地
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

こ
れ
は
、
若
年
層
や
女
性
に
も
当
て
は
ま

り
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
供
給
余
力
も

十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
が
人
員
を
復
元

す
る
た
め
に
は
、
他
の
産
業
か
ら
雇
用
を

再
び
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。そ
の

た
め
に
は
、他
の
産
業
以
上
に
賃
金
を
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
不
振
に
陥
る

同
産
業
に
そ
の
余
力
は
乏
し
い
。

　

今
年
度
の
最
低
賃
金
が
全
国
平
均
で
前

年
比
三
％
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
、
十
月
上

旬
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
最
低
賃
金
の
上
昇

は
、
労
働
供
給
を
掘
り
起
こ
す
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
が
、
全
て
の
業
種
に
一
律
に
適
用

さ
れ
る
た
め
、
産
業
間
の
労
働
力
シ
フ
ト

が
も
た
ら
す
効
果
は
薄
い
。
む
し
ろ
、
賃

金
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

打
撃
を
受
け
た
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
注
意
を

要
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
後
に
お
け
る
産

業
間
の
雇
用
シ
フ
ト
は
難
し
く
、
経
済
正

常
化
に
伴
う
需
要
の
拡
大
に
労
働
供
給
が

追
い
つ
か
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
消
費
の
ペ
ン
ト
ア
ッ
プ
需
要
が

一
部
顕
在
化
し
な
い
ま
ま
終
わ
り
、
コ
ロ

ナ
後
の
景
気
回
復
の
勢
い
を
削
ぐ
可
能
性

が
あ
る
。

ま
ず
は「
経
営
」の
立
て
直
し

　

実
際
、
近
年
の
我
国
で
は
、
人
手
不
足

の
局
面
で
、
生
産
活
動
が
抑
え
ら
れ
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
人
手

不
足
に
陥
っ
た
企
業
が
短
期
的
に
採
り
う

る
対
応
は
、
労
働
力
の
増
強
か
生
産
の
抑

制
で
あ
る
。
筆
者
の
試
算
で
は
、
一
九
八

〇
〜
九
〇
年
代
に
人
手
が
一
％
不
足
す
る

と
、
企
業
が
労
働
力
の
確
保
に
動
く
結
果
、

賃
金
が
〇・
一
％
上
昇
す
る
と
い
う
関
係

に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
、
一
％
の
人
手
不
足
で
も
賃
金
が

上
昇
し
な
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
生
産
が

〇・
二
％
減
少
す
る
関
係
へ
と
変
化
し
て

い
る
。

　

こ
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
景

気
回
復
局
面
で
、人
手
不
足
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）
成
長
率
を
年
間
一
％
も
押
し

下
げ
た
計
算
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
人

手
不
足
を
理
由
に
、
製
造
業
や
建
設
業
で

受
注
残
の
積
み
上
が
り
が
頻
発
し
た
。
飲

食
店
や
小
売
店
等
で
も
、
営
業
時
間
の
短

縮
や
定
休
日
の
増
設
で
活
動
水
準
を
切
り

下
げ
る
と
い
っ
た
対
応
が
目
立
っ
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
回
復
局
面
で
も
、
同
様
の
対
応

が
採
ら
れ
、
経
済
成
長
率
が
抑
え
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

人
手
不
足
に
よ
る
供
給
制
約
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
れ
に
は
省
力
化
投
資
が
有
効

な
手
段
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
対
面
型
サ

ー
ビ
ス
業
で
は
、
業
績
悪
化
で
資
金
繰
り

が
厳
し
く
、
借
り
入
れ
が
急
増
し
て
い
る
。

日
本
銀
行「
貸
出
先
別
貸
出
金
」に
よ
れ
ば
、

同
産
業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
貸
出
残
高

は
六
月
末
に
十
九
兆
円
に
達
し
、
一
九
年

の
十
三
兆
円
か
ら
四
割
増
と
な
っ
た
。
仮

に
、
経
済
活
動
が
正
常
化
し
、
事
業
か
ら

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
債
務
返
済
が
優

先
さ
れ
、
設
備
投
資
に
資
金
が
回
ら
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、
コ
ロ

ナ
後
の
人
手
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

労
働
参
加
を
促
す
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、

企
業
が
抱
え
る
債
務
調
整
圧
力
を
軽
減
す

る
施
策
も
必
要
と
な
る
。
金
融
機
関
に
よ

る
経
営
支
援
や
政
府
に
よ
る
適
時
適
切
な

資
本
注
入
と
い
っ
た
施
策
で
経
営
の
立
て

直
し
を
図
り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
の
影
響
で
、サ
ー
ビ
ス
業
等
は
い
ま
も
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
需
要
低
下
に
よ
り
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
非
正
規
雇
用
の
需
要
も
低
下
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
後
に
お
け
る
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
雇
用
問
題
を
考
察
す
る

「
人
手
不
足
」に
よ
る

「
供
給
制
約
」の
可
能
性
も
⁉

にしおか・しんいち／1999年大阪大学大学
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感
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の
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で
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、
今
後
も
ワ
ク
チ
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接
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、
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過

程
で
重
症
者
数
が
抑
制
さ
れ
、
医
療
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、
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拡
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と
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も
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サ
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が
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全
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七
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の
完
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五
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に
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マ
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・
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時

の
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な
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効
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率
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一
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超
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お
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、
求
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数
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求
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者

数
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い
る
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の
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見
て
も
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な
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と

回
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と
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を
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回
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て
お
り
、
経
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全
体
の
人
手
は
不
足
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と
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。

　

雇
用
の
悪
化
が
限
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的
に
と
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ま
っ
て

い
る
背
景
に
は
、
コ
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ナ
禍
の
経
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悪
化

が
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の
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業
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し
、
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業

が
比
較
的
速
や
か
に
立
ち
直
っ
た
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
対
面
型
サ
ー
ビ

ス
業
か
ら
他
の
産
業
へ
雇
用
が
円
滑
に
シ

フ
ト
し
、
失
業
者
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
の

雇
用
が
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
中
心
と

し
て
い
る
点
も
、
他
産
業
へ
の
転
職
を
容

易
に
し
た
一
因
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
二
一

年
四
〜
六
月
の「
労
働
力
調
査
」に
よ
れ
ば
、

過
去
一
年
間
に
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら

転
職
し
た
労
働
者
五
十
一
万
人
の
う
ち
三

十
二
万
人
が
他
の
産
業
を
転
職
先
と
し
て

お
り
、
中
で
も
小
売
や
医
療
関
係
へ
の
転

職
者
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
産
業
で
は
、
コ

ロ
ナ
前
か
ら
人
手
不
足
感
が
強
く
、
今
次

局
面
で
は
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
転
職
で
き
ず
に
失
業

し
た
労
働
者
は
十
五
万
人
と
一
九
年
か
ら

八
万
人
増
加
し
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
増
加

分
に
よ
る
失
業
率
の
上
押
し
幅
は
〇・
一

％
に
も
満
た
な
い
。

賃
金
上
昇
で
収
益
圧
迫

　

今
後
、
活
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
景
気
が
本
格
的
に
回
復
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、
長
期
に
わ
た
っ

て
自
粛
を
強
い
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
消

費
の
分
野
で
は
、
か
な
り
大
き
な
ペ
ン
ト

ア
ッ
プ
需
要
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
旺
盛
な
需
要
を
供
給
サ
イ
ド
が
カ
バ

ー
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
削
減
さ
れ
た
対

面
型
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
を
復
元
で
き
る

か
ど
う
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
前
述
の
通
り
、
経
済
全
体
の

人
手
は
す
で
に
不
足
気
味
で
あ
る
。
最
近

の
労
働
力
率
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で

戻
っ
て
お
り
、
労
働
供
給
が
短
期
的
に
拡

大
す
る
余
地
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

こ
れ
は
、
若
年
層
や
女
性
に
も
当
て
は
ま

り
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
供
給
余
力
も

十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
が
人
員
を
復
元

す
る
た
め
に
は
、
他
の
産
業
か
ら
雇
用
を

再
び
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。そ
の

た
め
に
は
、他
の
産
業
以
上
に
賃
金
を
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
不
振
に
陥
る

同
産
業
に
そ
の
余
力
は
乏
し
い
。

　

今
年
度
の
最
低
賃
金
が
全
国
平
均
で
前

年
比
三
％
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
、
十
月
上

旬
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
最
低
賃
金
の
上
昇

は
、
労
働
供
給
を
掘
り
起
こ
す
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
が
、
全
て
の
業
種
に
一
律
に
適
用

さ
れ
る
た
め
、
産
業
間
の
労
働
力
シ
フ
ト

が
も
た
ら
す
効
果
は
薄
い
。
む
し
ろ
、
賃

金
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

打
撃
を
受
け
た
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
注
意
を

要
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
後
に
お
け
る
産

業
間
の
雇
用
シ
フ
ト
は
難
し
く
、
経
済
正

常
化
に
伴
う
需
要
の
拡
大
に
労
働
供
給
が

追
い
つ
か
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
消
費
の
ペ
ン
ト
ア
ッ
プ
需
要
が

一
部
顕
在
化
し
な
い
ま
ま
終
わ
り
、
コ
ロ

ナ
後
の
景
気
回
復
の
勢
い
を
削
ぐ
可
能
性

が
あ
る
。

ま
ず
は「
経
営
」の
立
て
直
し

　

実
際
、
近
年
の
我
国
で
は
、
人
手
不
足

の
局
面
で
、
生
産
活
動
が
抑
え
ら
れ
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
人
手

不
足
に
陥
っ
た
企
業
が
短
期
的
に
採
り
う

る
対
応
は
、
労
働
力
の
増
強
か
生
産
の
抑

制
で
あ
る
。
筆
者
の
試
算
で
は
、
一
九
八

〇
〜
九
〇
年
代
に
人
手
が
一
％
不
足
す
る

と
、
企
業
が
労
働
力
の
確
保
に
動
く
結
果
、

賃
金
が
〇・
一
％
上
昇
す
る
と
い
う
関
係

に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
、
一
％
の
人
手
不
足
で
も
賃
金
が

上
昇
し
な
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
生
産
が

〇・
二
％
減
少
す
る
関
係
へ
と
変
化
し
て

い
る
。

　

こ
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
景

気
回
復
局
面
で
、人
手
不
足
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）
成
長
率
を
年
間
一
％
も
押
し

下
げ
た
計
算
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
人

手
不
足
を
理
由
に
、
製
造
業
や
建
設
業
で

受
注
残
の
積
み
上
が
り
が
頻
発
し
た
。
飲

食
店
や
小
売
店
等
で
も
、
営
業
時
間
の
短

縮
や
定
休
日
の
増
設
で
活
動
水
準
を
切
り

下
げ
る
と
い
っ
た
対
応
が
目
立
っ
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
回
復
局
面
で
も
、
同
様
の
対
応

が
採
ら
れ
、
経
済
成
長
率
が
抑
え
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

人
手
不
足
に
よ
る
供
給
制
約
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
れ
に
は
省
力
化
投
資
が
有
効

な
手
段
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
対
面
型
サ

ー
ビ
ス
業
で
は
、
業
績
悪
化
で
資
金
繰
り

が
厳
し
く
、
借
り
入
れ
が
急
増
し
て
い
る
。

日
本
銀
行「
貸
出
先
別
貸
出
金
」に
よ
れ
ば
、

同
産
業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
貸
出
残
高

は
六
月
末
に
十
九
兆
円
に
達
し
、
一
九
年

の
十
三
兆
円
か
ら
四
割
増
と
な
っ
た
。
仮

に
、
経
済
活
動
が
正
常
化
し
、
事
業
か
ら

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
債
務
返
済
が
優

先
さ
れ
、
設
備
投
資
に
資
金
が
回
ら
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、
コ
ロ

ナ
後
の
人
手
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

労
働
参
加
を
促
す
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、

企
業
が
抱
え
る
債
務
調
整
圧
力
を
軽
減
す

る
施
策
も
必
要
と
な
る
。
金
融
機
関
に
よ

る
経
営
支
援
や
政
府
に
よ
る
適
時
適
切
な

資
本
注
入
と
い
っ
た
施
策
で
経
営
の
立
て

直
し
を
図
り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

「ワクチン完了後」の日本特集

（
※
注
）

（※注）景気後退期に購買行動を一時的に控えていた消費者の需要が、景気回復期に一気に回復すること

出所＝総務省「労働力調査」
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